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2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が
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3. 利用者の１/３くらいが

2. 数日に１回程度ある

1  自己評価及び外部評価結果

2278100165

法人名 有限会社アートプロジエクト

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 一人一人のペースに合わせ自分ができる事を続けられるように支援している。高齢の方から統合失調症の方
まで必要な医療が受けられるように、ご家族様の協力を得ながら暮らしていけるようにしている。利用者様に
は残存機能の維持の為、生活リハビリやレクリエーションへ参加して頂けるよう取り組んでいる。自分の意見
が」言える方も多い為、プライバシーにも十分配慮しながら一人一人の利用者の方の意見を尊重している。

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

静岡県静岡市葵区神明町52-34　1階

jigy

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和　2年　9月　9日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない

63

グループホーム桜葉の家　１号館事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和２年８月７日 令和2年11月12日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
静かな田園地帯に位置している事業所で、散歩道は交通量の少ない柿やみかん畑の中にあって出かけると
季節が体感できる。利用者は長期入居者が多く、高齢化している状況だが、体調管理に注意して、利用者が
できることを自分のペースで続けていってもらえるように支援している。管理者・職員共に長く勤務しているベ
テランが多く、お互いの想いを話し合い、情報の共有がなされている。事業所には小規模多機能事業所が併
設され、小規模利用者が入居される場合もあり、長期にわたり継続して様子を把握することができる。地域
柄、事業所は近所の人との協力関係ができていて、運営推進会議には自治会長や民生委員、シニアクラブの
会長さんなどが参加してくれている。現在、コロナ禍の中、外出などの活動が制限されいてるが、今後は、事
業所内に畑を作り、利用者と共に楽しく過ごせる機会を検討している。

基本情報リンク先

浜松市北区細江町中川４５８９－４所在地

株式会社　静岡タイム・エージェント

所在地

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&Jigy
osyoCd=2278100165-00&ServiceCd=320&Type=search

2. 数日に1回程度



静岡県（ ）

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

事業所と地域の理念を掲げ、事務所や玄関
に貼り共有している。家庭的な環境と個別的
な支援を提供し、朝礼、担当者会議・職員会
議などにて現場への実践につなげている。

法人と事業所、地域の理念が玄関と各フロ
アー、事務所に掲示されている。開所当初に
館長が考えた理念は、朝礼や職員会議の際
に職員で話し合い、面接時には理解度を確
認している。

近隣中学校の福祉体験の受入や地域の作
品展への出品、地域の神社への初詣に出
掛けたりしている。ボランティアとしてピアノ
演奏や演劇の上演も行われているが、今年
はコロナウイルスの影響で中止している。

町内会に加入して、地域行事の情報を共有し
ている。近隣の中学校の福祉体験で3日間中
学生を9人受け入れ、利用者と一緒におやつ
作りを行った。お祭りでは神輿が寄ってくれた
り、地域の文化祭に作品を出品するなど、交
流を図っている。

地域の中学生が福祉体験に見えたときには、認
知症の方への接し方を実際に体験する事で理解
を深めて頂いている。「都だより」という広報誌が
あり、運営推進会議の時に参加の方には見て戴
いているが、地域には配布していない。

運営推進会議では、2ヶ月に1回利用者の状況や
行事などを報告し、出席の方々にご意見を戴き参
考にして新しい企画など実践している。また地域
の情報を教えてもらったり、事業所を広く知っても
らう機会として活かされているが今年度はコロナ
ウイルスの影響で書面開催としている。

運営推進会議は、行政職員は年に2～3回、
自治会長・民生委員・シニアクラブ会長・地域
包括支援センター職員は毎回参加している。
コロナ禍の中、書面での開催だが、アンケー
トで参加予定者や家族の意見を聞き、継続し
て家族へ声掛けをしている。議事録は職員に
回覧している。

区や市の長寿保険課の方には運営推進会
議にご出席いただきご意見を戴いたり、併せ
て社会福祉課から入居者の方の紹介も戴い
たりして協力関係を築いている。

運営推進会議の議事録は、直接市役所に出
向き、届けている。利用者の状況について、
社会福祉課の職員とも密に連絡を取り合って
いる。近くの消防署とは、防災訓練などで意
見を伺っている。

全職員身体拘束ゼロに向けての研修が義務付け
られ、意味を理解している。玄関の施錠は建物の
構造上、死角に当たり見守りが十分出来ないた
め、入浴時・職員が一人の時などご家族にも了解
を戴き安全確保の為、施錠している。また毎月の
職員会議で話し合ったり、朝礼にも記載され常に
意識を持って取り組んでいる。

マニュアルを整備し、3か月に1回、身体拘束
対応検討委員会を本部で行い、職員と情報
を共有している。職員研修は、法人が年間計
画をたてているが、現在コロナ禍の中では、
届けられた資料を全職員が読んで理解して
いる。

1/8 株式会社　静岡タイム・エージェント



静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

毎月の職員会議などで上司に各館の問題
点や困っていることを相談している。他館の
情報を得る事もでき、職員の提供するサー
ビスの向上につながっている。又会議に参
加できなくても、申し送りノートで情報を共有
できるようにしている。

毎月第3水曜日2時から、館長、各フロアー職
員各１人、本部の人が集まり、職員会議を
行っている。議事録は職員全員に回覧し、申
し送りノートでも確認している。館長は、勤務
経験豊富で地域との関係も良く、職員に対し
都度的確な指示をして意見交換ができてい
る。

年３度の賞与の時には各職員の個人評価
により個々の努力実績を評価し反映させて
いる。職員会議でも職場環境についての意
見を出して戴き可能な限り良い環境で働け
るようにしている。福利厚生についても水準
がアップしている。

法人内の研修が各種あり、研修所も各地に
設けられている。又グループホーム協議会
への会員になっており、各種研修にも参加で
きるようになっている。その他市・区・包括な
どの主催する研修にも積極的に参加できる
ようにしているが今年度はコロナウイルスの
影響により自己研修等にしている。

成年後見人を登記された方もみえ、申し立
ての流れや登記後の契約・ケアプラン・金銭
管理等の変更について実践で学んだり、職
員同士で話したりする。

重要事項説明書を見て戴きながら説明し、
質問や疑問点については随時答えている。
又良くある質問・入居後・退居時に発生しや
すい問題についてもあらかじめお伝えし理解
して戴くようにしている。

ご家族が来設された際には利用者様の現状
報告をしながら、ご希望ご要望などもうか
がっている。来設できない場合は電話にて
状態をお伝えしている。また嗜好調査を年1
回行って利用者様の意見が出来る限り反映
されるよう努めている。

コロナ禍により家族面会を制限してい
る状況の中、家族からの意見を聴く手
段として、「家族アンケート」の実施や、
「お便りがあるといい」との家族の意見
を反映して、利用者の様子が分かる写
真を添えた「お便り」の発行の検討を期
待します。

利用者に年に1度、「嗜好調査」を行い、食事
に関する希望を確認している。管理者は、面
会時や電話連絡の際、利用者の様子を話し
て、家族の希望や要望を聴いている。

高齢者虐待防止についての研修を全職員
受けたり、朝礼を読んで最新の情報を把握
できるように努めている。特に出てしまいが
ちなスピーチロックには気を付け、職員会議
では絶対に行わないよう議題に取り上げて
いる。

2/8 株式会社　静岡タイム・エージェント



静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

人生の先輩として尊敬し、様々な話や訴えを
伺って不安を取り除くとともに気持ちを共有
できるようにしています。ご本人が不穏にな
らないよう言葉遣いにも気をつけています。

入居前の状況を十分把握しながら、ご家族
の存在が本人にとって大変重要であることを
伝え、距離をおきながらも来設時には大切
な時間を持って戴けるようお話して、さまざま
な不安についても随時相談にのっている。

友人や近所の方、今までお付き合いのあっ
た方の訪問も歓迎し、本人の部屋で親しく話
せるよう配慮している。手紙や年賀状も届い
ている。ご希望があれば自宅に帰ったり、外
出・外泊などの機会も気軽に持てるようにし
て頂いている。今年度はコロナウイルスの影
響により多少の制限を設けさせていただい
ている。

小規模多機能事業所を利用する知り合いや
友人・知人の訪問がある。手紙や携帯電話を
利用して、利用者一人ひとりの状況に合わせ
て、関係継続の支援をしている。コロナ禍で
も、感染予防対策を取り、ガラス越しで家族
の面会を行っている。

入居する前の面談時から、精神面での安定
度・認知症による生活の混乱など、そして本
人の希望・不安に思っていることも聞き、職
員も情報を共有して、入居後のサービスに
役立てている。

入居前の面談時、今までの経過を伺うととも
に現在の状況の把握に努め、ご家族の気持
ちに沿ってサービスがスタートできるようにし
ている。

利用者・ご家族に面談するうえで、入居に至った
経過を伺いながら、ご家族が肉体的・精神的にど
の程度疲労しているか見極め、労い、理解し寄り
添い初段階でのサービスについてケアプランとし
て提案させていただいている。又利用者の方が初
めは環境の変化により混乱することもある事を伝
えている。

北区の事業者連絡会が２ヶ月に１度開催さ
れ地域の事業者との関係づくりに役立って
いる。グループホーム協議会では静岡県下
の同業者との勉強会に参加できるようになっ
ている。今年度はコロナウイルスの影響によ
り未定である。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

ご家族・本人からも意見を伺いカンファレン
スを行いケアプランを作成している。最低３
か月に一度はモニタリングを行っている。急
に状態の変化が有った場合は、改めてアセ
スメントを行い、現時点で必要なケアプラン
を作成している。

職員は、利用者の状態の変化を介護記録や
介護詳細記録に記載し、都度各ユニットでカ
ンファレンスを行っている。カンファレンスや3
か月に1回行うモニタリング時の資料に基づ
いて、医師や看護師の意見も聴きながら、介
護計画書を作成している。

職員間で毎日カンファレンスを行って、介護
記録と合わせてケアプランの見直しの必要
性を考察している。介護記録・介護詳細記録
で情報を共有し意見を述べてもらっている。

近くの老健に入所された方は時々訪問して
話をうががったり、他所に行かれた方には電
話連絡し様子を伺っている。

入居前の生活・趣味・仕事や家族関係につ
いてご家族や本人に伺い、日頃の様子を見
ながら本人の希望などの把握に努めてい
る。意思表示が困難な方にはその方が望む
であろうことをご家族と相談しながら生活の
支援をしている。

利用者の様子や希望にあわせ、表情を観な
がら見守り支援を心掛けている。帰宅願望の
強いときは荷造りを見守ったり、歌やパズル
など利用者一人ひとりの好みを把握し、困難
な利用者にも無理強いすることがないように
努めている。

入居時にご家族に既往歴・学歴・仕事歴・生
活歴・趣味・嗜好について教えて戴き、介護
保険サービスについても入居前の事業者と
連絡を取るなどして利用者の全体像の把握
に努めてサービスに生かしている。。

ケアプランでアセスメントを行うとともに、ＡＤ
Ｌ・精神状態・一日の過ごし方を介護記録・
介護詳細記録に記し、過去との比較も行っ
て最善のサービス提供ができるよう努めて
いる。

利用者同士の関係、性格、理解力も十分に
把握し、トラブルにならないように配慮すると
ともに、利用者同士が一緒に生活する中で
お互いを思いやることができるよう職員が間
に入り、良い関係が築けるようにしている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

緊急時の対応マニュアルが各ユニットに貼っ
てある。応急手当や初期対応についてはＢ
課程で研修を受けているが訓練は行われて
はいない。

入居前からの医療機関に受診が必要な方はご家
族と話し合い継続してかかって戴いている。他科
受診が必要な場合はご家族と連絡を取り、必要
性を話し合いなるべくご家族に受診して戴いてい
る。現在、医療機関との関係づくりに苦慮してお
り、医師から受診を拒否されるようなことを言われ
た事もある。

入居前から利用しているかかりつけ医の継続
をもとに、事業所近くの病院へ通院支援して
いる。往診をして下さる医療機関を利用して
いる利用者もいる。他科や総合病院受診の
場合は、家族の協力を得て通院している。

週１回程度に訪問看護師が来設し、現状報
告を行い状態を見て戴き指示を仰いでい
る。看護師の指示により、受診が必要な場
合は速やかに受診をして頂いている。

入院時には定期的に来院し、看護師より状
態を聞いたり、利用者と話し、不安のないよ
う接するように心がけている。ご家族とも転
院・リハビリの必要性についても話し合い、
認知症の方が長期入院に対しておこる弊害
についても話し合いを行っている。

状態の悪化などの兆候がある場合には早期
にご家族と今後の方針について話し合い、
またさらに主治医から直接お話しして戴き、
ご家族に決定して戴いている。グループホー
ムでの対応の可否についても十分説明を
行っている。

入居時に事業所の方針を説明し、利用者・家
族の同意を得ている。重度化した際には、主
治医と共に再度家族の意向を確認し、事業
所での対応を話し合っている。看取り希望の
場合は、職員は医師の往診を得ながら支援
に努めている。

グループホーム内のサービスに捉われず
に、固定観念に縛られない柔軟な発想で
サービスを模索している。訪問歯科も実践さ
れ、通院が困難な方にも適切な診察が行え
ている。

地域の行事などには職員が付添い積極的
に参加できるようにしている。今年度はコロ
ナウイルスの影響により自粛しているが運
営推進会議や区役所での情報の入手に努
めている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

毎日の日課に対しても本人の希望を取り入
れている。業務よりも利用者の対応を優先
するようにしている。又その日の体の状態を
把握しながら対応できるようにしている。

外出・受診の時はきちんとした身なりが出来るよ
うに支援し、整容が自分で十分に出来ない方に
は必要な介助している。特に女性の方には洋服
などほめたり、いつまでもおしゃれの気持ちを持っ
て戴くよう働きかけている。毎月訪問理美容があ
るがコロナウイルスの影響により職員が理美容を
する事もある。

嗜好のアンケートを行うとともに、雑談から
個々の嗜好を聞いたり、食事に対する批評
を聞いたりして味付けや配膳量に生かして
いる。食器拭きや皿洗いなどの手伝いには
積極的に参加して戴いている。

日常会話や「嗜好調査」アンケートから、利用
者の好みを把握している。手作りおやつや流
しそうめんなど、楽しく食事ができる工夫をし
ている。利用者は、職員と一緒に食器拭きな
どの後片付けを手伝っている。

食事量・水分量が少ない方はケアプランにも
挙げて必要量が確保できるよう支援してい
る。介護記録に毎食の食事量を数値に変換
して記入している。夜間にお茶の入ったペッ
トボトルやカップを部屋に置き、いつでも飲
んで戴けるようにしている方もいる。

年２回の防災訓練では避難方法・搬出方法を学
んでいる。消防計画・震災マニュアル・風水害マ
ニュアルも事務所に備えてある。避難経路や公共
機関への電話番号も見やすい所に張り出してい
る。運営推進会議でも災害について議題として取
り上げているが、協力体制までは築けてはいな
い。

利用者の方が仕事・家庭などにおいて立派
に遂げられてきたことに敬意と尊厳の気持ち
を持って接し、失敗されても他の方に分から
ない様にしたり、人前で注意や助言をしない
等プライドも傷つけないような配慮をしてい
る。

勤続年数の長い職員が多く、職員は利用者
に対して、尊厳と敬意を払った言葉掛けや対
応を心掛けている。館長は職員に対し、職員
の尊厳に配慮しながら、都度、注意や助言を
している。

意思表示・判断の出来ない方でも表情を観
察したり、日頃の言動を察しながら、できる
限り希望に添えるように支援している。一つ
一つの行動に対しても本人の意思を確認
し、同意を戴いている。

備蓄品として、避難時の怪我防止のた
めのヘルメット・防災頭巾や、停電対応
のための備品の準備や検討を期待し
ます。発災時の地域連携についても、
検討を期待します。

防災訓練は、マニュアルを備え、年2回（11月
と3月）地震と火災想定で、うち1回は夜間想
定で行っている。備蓄品は、2日分を備蓄台
帳で管理している。防災袋に利用者の薬情報
等が書かれたファイルが準備してある。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

口腔ｹｱは声掛け見守りから介助など、個々
に必要な支援をしている。訪問歯科医による
口腔ｹｱの指導や助言も戴いている。必要な
方は義歯の管理も行っている。

排泄チェック表で排泄の間隔を把握し、必要な方
には定期的にトイレ誘導を行い、トイレでの排泄
が出来るように支援している。排泄の関連動作に
も出来ないことがないか把握し、声掛けで出来る
事は介助せずに見守りを行い、なるべくご自分で
出来るように支援している。

「排泄チェック表」で排泄・排便の状況を記録
し、利用者の様子を観察して、声掛けに工夫
しながらトイレへの誘導を行っている。自立し
ている利用者は、さり気なく見守りをしてい
る。夜間のみ転倒防止のためにポータブルト
イレを利用している。

便秘予防の為、テレビ体操を観て座ったまま
でもできるだけ手や足を使ってもらうよう心
掛けている。主治医等、医療従事者にも相
談して最良の便秘解消を関係者全体で取り
組んでいる。

日曜日以外は毎日入浴を行っている。時間
は毎日同じ時間でしか対応できていない。

平日は毎日午後1時半ごろから、1人ずつ時
間をかけて入浴支援をしている。男性と女性
を一日交替で入浴してもらっているが、利用
者の希望に合わせて、毎日入浴やシャワー
浴などの対応をしている。自立度の高い人が
入浴するときは、見守りで対応している。

夜間不眠の方については定時の見回りで睡
眠パターンを把握し、日中の生活への働き
かけにも活用している。寝具や室温の調整
にも配慮している。昼夜逆転にも気を付けつ
つ日中も好きな時に部屋で休めるようにもし
ている。
各利用者の病状・薬の内容を全員が把握で
きるように努めている。頓服も含め薬は医師
の指示に従って服用して戴き、症状の変化
により受診し、主治医に薬の調整をして頂い
ている。又薬の効果にも毎日の血圧の表な
ど持参し、指示を戴いている。

日常生活に対して張り合いが持てるよう個々の趣
味や培ってきた事が生活に活かせるように努めて
ている。好きな食べ物があればご家族に相談し購
入して食べて頂いたり、ご家族と一緒に外食に出
掛けれるよう働きかけも行っている。外出や外気
浴・行事・行事食などで気分転換が図れるように
している。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や
地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

電話をかけたい方には事務所から掛けて戴
いているがご家族の都合も伺っている。手紙
が定期的に来る方もいらっしゃるが、本人が
手紙を書くことが難しい方が多い。字を読む
ことが困難な方には手紙を代読するなどの
支援は行っている。

各部屋が何の部屋なのか解りやすく表示してい
る。各所に花や置物・本などを置き生活感のある
空間になるよう配慮している。壁や飾り物を定期
的に変更して、季節を感じて戴いている。食事の
時間はテレビを消し、音楽を流してリラックスして
食べて戴いている。

事業所の周りは遮るものがなく、窓からのど
かな田園風景が見られる。各ユニットの入口
の靴箱の上やリビングの掲示物は、利用者
の好みにあわせて、ユニットごと違った雰囲
気になっている。カーテンの色もフロアー毎に
統一したり、食事の際のＢＧＭなど、利用者
が落ち着いて過ごせる工夫をしている。

洗剤類や刃物等が置いてある場所は常に
施錠して危険のないようにしている。トイレ・
浴室は自分で行けれるよう解りやすく表示し
てある。全館バリアフリーで転倒のリスクを
少なくしてある。

居室は全て個室になっていて中から簡易的
な鍵がかけられるので好きな時に一人で過
ごせるようになっている。他の方の居室で一
緒に過ごしたり、おしゃべりしたり利用者同
士で楽しめることもできるように配慮してい
る。

入居時に荷物を用意して戴くとき、環境の変
化により本人が戸惑わないようになるべく今
まで部屋にあったものをご持参戴くようご家
族に伝えている。湯呑や箸なども使い慣れ
たものを続けてご本人用として使っていただ
くようにしている。

居室は、ベッドの位置を部屋毎に変えてい
て、利用者の動線を確保している。ぬり絵や
利用者の作品がきれいに並べられたり、自分
で清掃ができるように掃除道具置いている部
屋もある。日常部屋で過ごしている利用者に
は、職員はさり気なく声かけをしていた。

天気の良い日は散歩や外気浴に行き、季節
を感じて戴いている。毎月の行事では初詣・
お花見・紅葉狩り等車で出かける機会も作っ
ている。洗濯干しやゴミ出しを日課として参
加して戴いている方もいる。

事業所の周りには田畑があり、季節の花や
風を感じながら散歩や外気浴ができる環境で
ある。花見や紅葉狩りなどへ車で出掛けてい
たり、利用者と共に洗濯干場の洗濯物を干し
たりゴミを出しなど、日常的な外出や外気浴
を心掛けていたが、コロナ禍による外出制限
の中、自粛している。

IADLの低下によりお金の管理が出来ない方
が殆どであるが、欲しいものがあれば可能
な方は一緒に買いに行くなどの支援は行っ
ている。
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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○ ○

○
○

○
○

○
○

○
62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&Jigyos
yoCd=2278100165-00&ServiceCd=320&Type=search

評価機関名 株式会社　静岡タイム・エージェント

所在地 静岡県静岡市葵区神明町52-34　1階

訪問調査日 令和　2年　9月　9日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2278100165 入居者様への挨拶や職員同士の挨拶を元気に明るく行っている。天気の良い日は外気浴や散歩に出
掛け季節感を感じて頂いている。入居者様が毎日、自分の役割として洗濯物干しや食器拭き、ゴミ出
しなどをやりがいを感じて楽しんで行って頂けるように支援している。法人名 有限会社アートプロジエクト

事業所名 グループホーム桜葉の家　２号館

所在地 浜松市北区細江町中川４５８９－４

自己評価作成日 令和２年　８月７日 評価結果市町村受理日 令和2年11月12日



静岡県（ ）

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

事業所と地域の理念を掲げ、事務所や玄関
に貼り共有している。家庭的な環境と個別的
な支援を提供し、朝礼、担当者会議・職員会
議などにて現場にフィードバックしている。

全職員身体拘束ゼロに向けての研修が義務付け
られ、意味を理解している。玄関の施錠は建物の
構造上、死角に当たり見守りが十分行えないた
め、入浴時・職員が一人の時などご家族にも了解
を戴き施錠している。また毎月の職員会議で話し
合ったり、朝礼にも記載されているので常に意識
を持って取り組んでいる。

地域の中学生が福祉体験に見えたときには、認
知症の方への接し方を実際に体験して戴いてい
る。「都だより」という広報誌があり、運営推進会
議の時に参加の方には見て戴いているが、地域
には配布していない。

区や市の長寿保険課の方には運営推進会
議にご出席いただきご意見を戴いたり、併せ
て社会福祉課から入居者の方の紹介も戴い
ている。

運営推進会議では、2ヶ月に1回利用者の状況や
行事などを報告し、出席の方々にご意見を戴き参
考にして新しい企画など実践している。また地域
の情報を教えてもらったり、事業所を広く知っても
らう機会として活かされている。今はコロナウイル
スの影響で書面開催としている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

地域の作品展への出品、地域の神社への
初詣に出掛けたりしている。近隣中学生の
福祉体験やボランティアの受け入れはコロ
ナウイルスの影響により辞退している。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

高齢者虐待防止についての研修を全職員
受けたり、朝礼を読んで最新の情報を把握
できるように努めている。特にスピーチロック
には気を付け、職員会議では絶対に行わな
いよう議題に取り上げている。

重要事項説明書を見ながら説明し、質問疑
問点については随時答えている。また良くあ
る質問・入居後・退居時に発生しやすい問題
についてもあらかじめお伝えし理解して戴く
ように心がけている。

成年後見人を登記された方も見え、申し立
ての流れや登記後の契約・ケアプラン・金銭
管理等の変更について実践で学んでいる。

毎月の職員会議などで上司に各館の問題
点や困っていることを相談している。他館の
情報を得る事もでき、職員の提供するサー
ビスの向上につながっている。又会議に参
加できなくても、申し送りノートで情報を共有
できるようにしている。

ご家族が来設された際には利用者の日々の
生活を伝え、いつでも現状報告が出来るよう
に申し送りノートで職員一人一人が情報共
有に努めている。利用者が希望する時はご
家族と連絡を取り、希望に添えるようにして
いる。

法人内の研修があり、研修所も各地に設け
られている。又グループホーム協議会への
会員になっており、各種研修にも参加できる
ようになっている。その他市・区・包括などの
主催する研修にも積極的に参加できるよう
にしているがコロナウイルスの影響により今
年度は外部研修を控えている。

年３度の賞与の時には各職員の個人評価
により個々の努力実績を評価し反映させて
いる。職員会議でも職場環境についての意
見を出して戴き可能な限り良い環境で働け
るようにしている。福利厚生についても水準
がアップしている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

入居前の面談時、今までの経過を伺うととも
に現在の状況の把握に努め、ご家族の気持
ちに寄り沿ってサービスがスタートできるよう
にしている。

入居する前の面談時から、精神面での安定
度・認知症による生活の混乱など、本人の
希望・不安に思っていることも聞き、職員も
情報を共有して、入居後のサービス提供に
役立てている。

北区の事業者連絡会が２ヶ月に１度開催さ
れ地域の事業者との関係づくりに役立って
いる。グループホーム協議会では静岡県下
の同業者との勉強会に参加できるようになっ
ている。

友人や近所の方、今までお付き合いのあっ
た方の訪問も歓迎し、本人の部屋で親しく話
せるよう配慮している。手紙や年賀状も届い
ている。ご希望があれば自宅に帰ったり、外
出・外泊などの機会も気軽に持てるようにし
て頂いているが今年度はコロナウイルスの
影響により制限を設けさせて頂いている。

入居前の状況を十分把握しながら、ご家族
の存在が本人にとって大変重要であることを
伝え、距離をおきながらも来設時には大切
な時間を持って戴けるようお話して、さまざま
な不安についても随時相談にのっている。

人生の先輩として尊敬し、様々な話を聞いて
不安を取り除くとともに気持ちを共有できる
ようにしています。ご本人が不穏にならない
よう言葉遣いにも気をつけています。

利用者・ご家族に面談する際に、入居に至った経
過を伺いながら、ご家族が肉体的・精神的にどの
程度疲労しているか見極め、寄り添い、初段階で
のサービスについてケアプランとして提案させて
いただいている。又利用者の方が初めは環境の
変化により混乱することもお伝えしている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

ケアプランでアセスメントを行うとともに、ＡＤ
Ｌ・精神状態・一日の過ごし方を介護記録・
介護詳細記録に記し、過去との比較も行っ
て現状を把握できるよう努めている。

入居時にご家族に既往歴・学歴・仕事歴・生
活歴・趣味・嗜好についてアンケートを書い
て戴き、介護保険サービスについても入居
前の事業者と連絡を取るなどして利用者の
全体像の把握に努めている。

入居前の生活ぶり・趣味・仕事家族関係に
ついてご家族に伺い、日頃の様子を見なが
ら本人の希望などの把握に努めている。意
思表示が困難な方にはその方が望むであろ
うことをご家族と相談しながら生活の支援を
している。

近くの老健に入所された方は時々訪問して
話を聞いている。他の所に行かれた方には
電話連絡し様子を伺っている。

利用者同士の関係も十分に把握し、トラブル
にならないように配慮するとともに、利用者
同士が一緒に生活する中でお互いを思いや
ることができるよう職員が間に入り、良い関
係が築けるようにしている。

職員間でカンファレンスを行って、介護記録
と合わせてケアプランの見直しの必要性を
考察している。介護記録・介護詳細記録で情
報を共有し意見を述べてもらっている。

ご家族・ご本人からも意見を伺いカンファレ
ンスを行いケアプランを作成している。最低
３か月に一度はモニタリングを行っている。
急に状態の変化の有った場合は、改めてア
セスメントを行って、現時点で必要なケアプ
ランを作成している。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

緊急時の対応マニュアルが各館に貼ってあ
る。応急手当や初期対応についてはＢ課程
で研修を受けているが訓練は行われてはい
ない。

状態の悪化などの兆候がある場合には早期
にご家族と今後の方針について話し合い、
また主治医から直接お話しして戴き、ご家族
に決定して戴いている。グループホームでの
対応の可否についても十分説明を行ってい
る。

入院時には定期的に来院し、看護師より状
態を聞いたり、利用者と話して不安が解消で
きるようにしている。ご家族とも転院・リハビ
リの必要性についても話し合い、認知症の
方が長期入院に対しておこる弊害について
も話し合いをしている。

週１回訪問看護師が来設して、報告を行い
状態を見て戴き指示を仰いでいる。看護師
の指示により、受診が必要な場合は速やか
に受診をさせて頂いている。

入居前からの医療機関に受診が必要な方はご家
族と話し合い継続して受診して戴いている。他科
受診が必要な場合はご家族と連絡を取り、必要
性を話し合いなるべくご家族に受診して戴いてい
る。現在、医療機関との関係づくりに苦慮してお
り、医師から受診を拒否されるようなことを言われ
た事もある。

地域の行事などには職員が付添い参加でき
るよう努めている。運営推進会議や区役所
での地域の情報の入手に努めている。

施設内のサービスに捉われずに、固定観念
に縛られない柔軟な発想でサービスを模索
している。訪問歯科も実践され、通院が困難
な方にも適切な診察が行えている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

食事量・水分量が少ない方はケアプランにも
挙げて必要量が確保できるよう支援してい
る。介護記録に毎食の食事量を記入してい
る。夜間にお茶の入ったペットボトルやカップ
を部屋に置き、いつでも飲んで戴けるように
している方もいる。

嗜好のアンケートを行うとともに、一人一人
の嗜好を聞いたり、食事に対する批評を調
理に活かしている。出来る方には食器拭き
や皿洗いなどの手伝いには積極的に参加し
て戴いている。

外出、受診の際はきちんとした身支度が出来るよ
うに支援し、整容が自分で十分に出来ない方に
は必要な介助している。特に女性の方には洋服
などほめたり、いつまでもおしゃれの気持ちを持っ
て戴くよう働きかけている。毎月訪問理美容があ
るが今年度はコロナウイルスの影響により職員
がヘアカットしたりもしている。

毎日の日課に対しても本人の希望を取り入
れている。業務よりも利用者様の対応を優
先するようにしている。又その日の体の状態
を把握しながら対応できるようにもしている。

意思表示・判断の出来ない方でも表情を観
察したり、日頃の言動を察しながら、希望の
ことができるように支援している。一つ一つ
の行動に対しても本人の意思を確認し、同
意を戴いている。

利用者様が仕事・家庭などにおいて立派に
遂げられてきたことに尊敬の念を持って接
し、失敗があっても他の方に分からない様に
したり、人前で注意や助言をしない等プライ
ドを傷つけないような配慮をしている。

年２回の防災訓練では避難方法・搬出方法を学
んでいる。消防計画・震災マニュアル・風水害マ
ニュアルも事務所に備えてある。避難経路や公共
機関への電話番号も貼り出してしている。運営推
進会議でも災害について議題として取り上げてい
るが、協力体制までは築けてはいない状況。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

毎日の生活に張り合いが持てるよう一人一人の
趣味や培ってきた事が活かせるようにしている。
好きな食べ物があればご家族に相談し購入して
頂いたり、ご家族と一緒に外食に出掛けれるよう
働きかけも行っている。外出や外気浴・行事・行
事食などで気分転換が図れるようにしている。

各利用者の病状・薬の内容を全員が把握で
きるように努め、頓服薬も含め医師の指示
に従って服用して戴き、症状の変化により受
診し、主治医に薬の調整をして頂いている。
又薬の効果にも血圧の表など持参し、指示
を仰いでいる。

夜間不眠の方については定時の見回りで
チェックして睡眠パターンを把握し、日中の
生活への働きかけにも活用している。寝具
や室温の調整にも配慮している。日中も好き
な時に休めるようにしている。

日曜日以外は毎日入浴を行っている。1日４
～5人を交代でなので2日に1回程度である。
時間は毎日同じ時間でしか対応できていな
い。

便秘予防や解消法、原因、影響について理
解して医療従事者と相談して指示を仰いで
いる。

排泄チェック表で排泄の間隔を把握し、必要な方
には定期的にトイレ誘導を行い、トイレでの排泄
が出来るように支援している。排泄の関連動作に
も出来ないことがないか把握し、指示や声掛けで
出来る事は介助せずに見守りを行い、出来る限り
自分で出来るように支援している。

口腔ｹｱは声掛け見守りから介助などその方
に必要な支援をしている。訪問歯科医による
口腔ｹｱの指導や助言も戴いている。必要な
方は義歯の管理も行っている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や
地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

洗剤類や刃物等が置いてある場所は常に
施錠して危険のないようにしている。トイレ・
浴室は自分で行けれるよう解りやすく表示し
てある。全館バリアフリーで転倒のリスクを
少なくしてある。

入居時に荷物を用意して戴くとき、環境の変
化により本人が戸惑わないようになるべく今
まで部屋にあったものをご持参戴くようご家
族に伝えている。湯呑や箸なども使い慣れ
たものを続けてご本人用として使っていただ
くようにしている。

居室は全て個室になっていて中から簡単に
鍵がかけられるので好きな時に一人で過ご
せるようになっている。他の方の居室で一緒
に過ごしたりもできるように配慮もしている。

どこが何の部屋なのか解りやすく表示している。
各所に花や置物・本などを置き生活感のある空
間になるよう配慮している。壁や飾り物を定期的
に変更して、季節を感じて戴いている。食事の時
間はテレビを消して、音楽を流してリラックスした
状態で食べて戴いている。

電話をかけたい方には事務所から掛けて戴
いているがご家族の都合も伺っている。手紙
が定期的に来る方もいらっしゃるが、本人が
手紙を書くことが難しい方が多い。手紙を代
わりに読むなどの支援を行う事もある。

IADLの低下によりお金の管理が出来ない方
が殆どであるが、欲しいものがあれば一緒
に買いに行くなどの支援は行っている。

天気の良い日は散歩や外気浴に行き、季節
を感じて戴いている。ドライブ行事もあるがコ
ロナウイルスの影響により中止している。出
来る方には洗濯干しやゴミ出しを日課として
参加して戴いている。
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令和　 2 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○ ○

○
○

○
○

○
○

○

所在地 浜松市北区細江町中川４５８９－４

自己評価作成日 令和2年　8月7日 評価結果市町村受理日 令和2年11月12日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2278100165 一人一人の状態に応じた声掛けや対応で入居者様は穏やかに過ごされている。ご家族への連絡も密
にして信頼を得ている。また、手伝いを毎日に日課として行って頂いている。食事介助が必要な方もい
らっしゃるが必要な栄養・水分が摂取できるように心がけ実践している。高齢の方、若年の方と年齢層
の幅も広いが、一人一人が必要とされているケアの実践を心掛けている。

法人名 有限会社アートプロジエクト

事業所名 グループホーム桜葉の家　３号館

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&Jigyos
yoCd=2278100165-00&ServiceCd=320&Type=search

評価機関名 株式会社　静岡タイム・エージェント

所在地 静岡県静岡市葵区神明町52-34　1階

訪問調査日 令和　2年　9月　9日

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない



静岡県（ ）

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

玄関や事務所に事業所と地域の理念を掲げ
共有し、管理者・職員はその理念に沿った介
護を実践している。

中学生の福祉体験の受け入れを行い、中学
生の福祉への理解を深めている。地域の作
品展へのし出品等に協力し、地域との交流
を深めている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

地域の中学生が福祉体験に見えたときには、認
知症の方への接し方を実際に体験して戴いてい
る。「都だより」という広報誌があり、運営推進会
議の時に参加の方には見て戴いているが、地域
には配布していない。

区や市の長寿保険課の方には運営推進会
議にご出席いただいてご意見を戴いたり、併
せて社会福祉課から入居者の方の紹介も戴
いたりもしている。

全職員は身体拘束ゼロについての意味を理
解して実践につなげている。職員はグルー
プホームのあり方を理解しており、家族的な
雰囲気を出すよう交流している。

運営推進会議では、2ヶ月に1回利用者の状況や
行事などを報告し、出席の方々にご意見を戴き参
考にして新しい企画など実践している。また地域
の情報を教えてもらったり、事業所を広く知っても
らう機会として活かされている。今年度はコロナウ
イルスの影響により書面開催としている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

重要事項説明書を見ながら説明させて頂
き、質問疑問点については随時答えている。
又良くある質問・入居後・退居時に発生しや
すい問題についてもあらかじめお伝えし理解
して戴くようにしている。

ご家族の来設時には利用者の現状報告をし
ながらご希望・ご要望等を伺っている。状態
に変化があった場合などは細かいことでも
すぐに連絡をするように努めている。

高齢者虐待防止についての研修を全職員
受けたり、朝礼を読んで最新の情報を把握
できるように努めている。特にスピーチロック
には気を付け、職員会議でも絶対に行わな
いよう議題に取り上げている。

成年後見人を登記された方もいらっしゃった
り、申し立ての流れや登記後の契約・ケアプ
ラン・金銭管理等の変更について実践で学
んでいる。

法人内の研修が各種あり、研修所も各地に
設けられている。又グループホーム協議会
への会員になっており、各種研修にも参加で
きるようになっている。その他市・区・包括な
どの主催する研修にも積極的に参加できる
が今年度はコロナウイルスの影響により施
設内での研修を主としている。。

毎月の職員会議では上司立ち合いのもと、
職員の意見を聞き、運営・サービスに反映さ
せている。会議に参加できない場合も申し送
りノートを活用し、情報の共有ができるように
している。

年３度の賞与の時には各職員の個人評価
により個々の努力実績を評価し反映させて
いる。職員会議でも職場環境についての意
見を出して戴き可能な限り良い環境で働け
るようにしている。福利厚生についても水準
がアップしている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

北区の事業者連絡会が２ヶ月に１度開催さ
れ地域の事業者との関係づくりに役立って
いる。グループホーム協議会では静岡県下
の同業者との勉強会に参加できるようになっ
ている。

利用者・ご家族に面談するうえで、入居に至った
経過を伺いながら、ご家族が肉体的・精神的にど
の程度疲労しているか労い、初段階でのサービ
スについてケアプランとして提案させていただい
ている。又利用者の方が最初は環境の変化によ
り混乱することもお話ししている。

職員は利用者の状態をよく把握しており、人
生の先輩であり、今まで立派に仕事・子育て
を果たしてきた方として敬意を払い、今現在
出来る事が今後も維持できるよう、又寄り添
いながら、不安を取り除くとともに気持ちを共
有できるようにしている。

入居する前の面談時から、精神面での安定
度・認知症による生活の混乱、本人の希望・
不安に思っていることも聞き、職員も情報を
共有して、入居後のサービスに役立ててい
る。

入居前の面談時、今までの経過を伺うととも
に現在の状況の把握に努め、ご家族の気持
ちに寄り沿ってサービスが提供できるように
している。

入居前の状況を十分把握しながらも、ご家
族の存在が本人にとって大変重要であるこ
とを伝え、距離をおきながらも来設時には居
室でゆっくり語らっていただけるよう配慮を
し、不安についても随時相談にのっている。

友人や近所の方、今までお付き合いのあっ
た方の訪問も歓迎し、本人の部屋で親しく話
せるよう配慮している。手紙や年賀状も届い
ている。ご希望があれば自宅に帰ったり、外
出・外泊などの機会も気軽に持てるようにし
て頂いているが今年度はコロナウイルスの
影響により面会の制限を頂いている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

利用者様同士の関係も十分に把握し、トラブ
ルにならないように配慮するとともに、利用
者様同士が一緒に生活する中でお互いを思
いやることができるよう職員が間に入り、良
い関係が築けるように努めている。

近くの老健に入所された方は時々訪問して
話を聞いている。他の所に行かれた方には
電話連絡し様子を伺っている。

ケアプランでアセスメントを行うとともに、ＡＤ
Ｌ・精神状態・一日の過ごし方を介護記録・
介護詳細記録に記し、過去との比較も行っ
て現状の最善のサービスに活かしている。

ご家族・本人からも意見を伺いカンファレン
スを行いケアプランを作成している。最低３
か月に一度はモニタリングを行っている。急
に状態の変化の有った場合は、改めてアセ
スメントを行い、現時点で必要なケアプラン
を作成している。

入居前の生活習慣・趣味・仕事、家族関係
についてご家族に伺い、日頃の様子を見な
がら本人の希望などの把握に努めている。
意思表示が困難な方にはその方が望むで
あろうことをご家族と相談しながら生活の支
援をしている。

入居時にご家族に既往歴・学歴・仕事歴・生
活歴・趣味・嗜好について教えて戴き、介護
保険サービスについても入居前の事業者と
連絡を取るなどして利用者の全体像の把握
に努めている。

短期目標を毎日モニタリングを行って、介護
記録と合わせてケアプランの見直しの必要
性を考察している。職員は申し送りノート・介
護記録・介護詳細記録で情報を共有しカン
ファレンスで意見を述べてもらっている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

今年度はコロナウイルスの影響により自粛
しているが地域の行事などには職員が付添
い積極的に参加できるようにしている。運営
推進会議や区役所での情報の入手に努め
ている。

入居前からの医療機関に受診が必要な方はご家
族と話し合い継続してかかって戴き、他科受診が
必要な場合はご家族と連絡を取り、必要性を話し
合いなるべくご家族に受診して戴いている。又、
直接ご家族から主治医に説明を聞いていただくこ
ともある。

グループホーム内のサービスに捉われず
に、柔軟な発想でサービスを模索している。
訪問歯科も実践され、通院が困難な方にも
適切な診察が行えている。

状態の悪化などの兆候がある場合には早期
にご家族と今後の方針について話し合い、
また主治医から直接お話しして戴き、ご家族
に決定して戴いている。グループホームでの
対応の可否についても十分説明を行ってい
る。

緊急時の対応マニュアルが各ユニットに貼り
出してある。応急手当や初期対応について
は研修を受けているが訓練は行われてはい
ない。

週１回訪問看護師が来設し、現状報告して
状態観察して戴き指示を仰いでいる。看護
師の指示により、受診が必要な場合は速や
かに受診をして頂いている。

入院時には定期的に来院し、看護師より状
態を聞いたり、利用者と話し、不安を軽減す
るように配慮している。ご家族とも転院・リハ
ビリの必要性についても話し合い、認知症の
方が長期入院に対しておこる弊害について
も話し合いをしている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

年２回の防災訓練では避難方法・搬出方法を学
んでいる。消防計画・震災マニュアル・風水害マ
ニュアルも事務所に備えてある。避難経路や公共
機関への電話番号も貼り出している。運営推進
会議でも災害について議題として取り上げている
が、協力体制までは築けてはいない。

利用者様が今まで仕事・家庭などにおいて
立派に遂げられてきたことに尊敬の気持ち
を持って接し、失敗があっても他の方に分か
らない様にしたり、人前で注意や助言をしな
い等プライドも傷つけないような配慮をして
いる。

外出・受診の時はきちんとした身なりが出来るよ
うに支援し、整容が自分で十分に出来ない方に
は必要な介助している。特に女性の方には洋服
などほめたり、いつまでもおしゃれの気持ちを持っ
て戴くよう働きかけている。毎月訪問理美容があ
るが今年度はコロナウイルスの影響により職員
が理美容を行ったりもする。

嗜好のアンケートを行ったり、一人一人の嗜
好を聞いたり、食事に対する批評を調理や
配膳等に活かしている。出来る方には食器
拭きや皿洗いなどの手伝いには積極的に参
加して戴いている。

意思表示・判断の出来ない方でも表情を観
察したり、日頃の言動を察しながら、なるべく
希望に添えられるように支援している。一つ
一つの行動に対しても本人の意思を確認
し、同意を戴いている。

毎日の日課に対しても本人の希望を取り入
れている。業務よりも利用者の対応を優先し
ている。また一人一人のその日の体の状態
を把握しながら対応できるようにしている。

食事量・水分量が少ない方はケアプランにも
挙げて必要量が確保できるよう支援してい
る。介護記録に毎食の食事量を数値にして
記入している。夜間にお茶の入ったペットボ
トルやカップを部屋に置き、いつでも飲んで
戴けるようにしている方もいる。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

各利用者の病状・薬の内容を全員が把握で
きるように努めている。頓服薬も含め医師の
指示に従って服用して戴き、症状の変化に
より受診し、主治医に薬の指示を仰いでい
る。また薬の効果にも血圧の表など持参し、
指示を戴いている。
毎日張り合いが持てるよう個々の趣味や培ってき
た事が活かして過ごせるようにしている。好きな
食べ物があればご家族に相談し購入して頂いた
り、ご家族と一緒に外食に出掛けれるよう働きか
けも行ったり外出や外気浴・行事・行事食などで
気分転換が図れるようにしているが今年度はコロ
ナウイルスの影響により自粛を余儀なくされてい
る。

入浴は日曜日以外毎日行っていて、強制は
せずなるべく入って戴けるような声掛けを試
みている。入る順番は個々の希望に応じて
いる。本人が希望したり、便などでひどく汚
れてしまったりした場合はシャワー浴を行う
時もある。

夜間不眠の方については定時の見回りから
睡眠パターンを把握し、日中の生活への働
きかけにも活用している。寝具や室温の調
整にも配慮している。日中でも好きな時に部
屋で休めるようにしている。

排泄チェック表で排泄の間隔を把握し、必要な方
には定期的にトイレ誘導を行い、トイレでの排泄
が行えるように支援している。排泄の関連動作に
も出来ない動作がないか確認し、指示や声掛け
で出来る事は介助せずに見守りを行い、なるべく
自分で出来るように支援している。

食事量を毎食記録し、便秘の方には散歩や
体操ができるよう支援している。廃用性の傾
向がある方にも、離床の時間が十分取れる
ようにしている。水分も十分にとれるように支
援している。

口腔ｹｱは声掛け見守りから介助などその方
に必要な支援をしたり、訪問歯科医による口
腔ｹｱの指導や助言も往診されている方には
戴いている。必要な方は義歯の管理も行っ
ている。
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静岡県（ ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や
地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

洗剤類や刃物類が置いてある場所は常に
施錠して危険のないようにしている。トイレ・
浴室は自分で行けれるよう解りやすく表示し
てある。全館バリアフリーで転倒のリスクを
少なくしてある。

居室は全て個室になっていて中から簡易的
な鍵がかけられるので好きな時に一人で過
ごせるようになっている。他の方の居室で一
緒に過ごしたり、お話ができたりも行う事もで
きる。

入居時に荷物を用意して戴くとき、環境の変
化により本人が戸惑わないように、なるべく
今まで部屋にあったものをご持参戴くよう伝
えている。湯呑、箸なども使い慣れたものを
ご本人用として使っていただくようにしてい
る。

電話をかけたい方には事務所から掛けて戴いて
いるがご家族の都合も伺っている。手紙が定期
的に来る方もいらっしゃるが、返事を書くことが難
しい方が多い。手紙が書ける方にはポストに投函
する支援もしている。手紙を代読する支援も行っ
ている。

どこが何の部屋なのか解りやすく表示している。
各所に花や置物・本などを置き生活感のある空
間になるよう配慮している。壁や飾り物を定期的
に変更して、季節を感じて戴いている。食事の時
間はテレビを消して、音楽を流してリラックスした
状態で食べて戴いている。

天気の良い日は散歩や外気浴に行き、季節
を感じて戴いている。今年度はコロナウイル
スの影響により自粛しているが、行事では初
詣・お花見・紅葉狩り等車で出かける機会も
作っていた。出来る方には洗濯干しやゴミ出
しを日課として参加して戴いています。

IADLの低下によりお金の管理が出来ない方
が殆どであるが、欲しいものがあれば一緒
に買いに行くなどの支援は行っている。ご家
族に相談したうえで少額であれば自己管理
してもらっている方もいる。
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